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　昨年１２月に中国の湖北省武漢から発生した武漢ウイルス（新型コロナウイルス）
は、瞬く間に世界中に拡大し、５月31日現在、6００万人以上の累計感染者と36万人
以上の死者を出し、また失業者も増えて経済的にも大変甚大な被害を及ぼしていま
すが、いまだ収束していません。わが国でも一時感染が拡大していましたが、4月に緊
急事態宣言が出され国民が一丸となって外出を控えたため、今では欧米先進国と比
較して感染者も死者も二けたほど少なく、収束の方向に向かっています。しかし、ま
だ2次的３次的なぶり返しがあるかもしれませんので油断は禁物です。
　感染拡大を防止して完全収束を目指すことも大切ですが、これからは、ひどく落
ち込んだ経済の立て直しも大変重要な課題です。日本では失業率が1％上昇すると
1000人から2000人自殺者が増えるといわれています。武漢ウイルス肺炎で直接
命を落とさないようにする施策と同じくらい、経済的ダメージによって多くの就労者
が命を落とさないようにする施策が重要となってきます。一日も早い武漢ウイルス
感染の終息と、皆様が元の生活に戻れるよう微力ですが尽力させていただきます。
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何かご意見
ご要望等あれば
ご連絡ください

滋賀県私立病院協会から三日月知事に
「新型コロナウイルス感染症への対応に
関する緊急要望」を提出
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Q 今年度事業を進めて、どのような課題が出てきたか。

A 琵琶湖環境部長：過疎化・高齢化の進行で、地域活動の担い
手が不足しているという現状や、地域の課題は多様であり、

地域の状況やニーズに応じた支援が必要である。

Q 課題を踏まえての改善点について伺う。

A 琵琶湖環境部長：地域活動の担い手不足への対応として、
地域活動を下から支えるよう推進体制強化を目的とした

支援を創設したい。
　また、地域の多様な課題への対応として、これまでの分野を特定
していた補助金型から地域の課題やニーズに柔軟に対応できる
交付金型に変更することにより、支援がより効果的なものとなる
ように見直しを図った。

Q 「やまの健康」推進事業におけるモデル地域の交付
金の対象はどのような団体か。

A 琵琶湖環境部長：農林統計上の中間・山間農業地域におい
て活動を行う、自治会や地域協議会といった地縁組織、地域

づくりに取り組む団体等を対象としている。

Q モデル地域の交付金はどのような要件を設けて支
援する予定か。

A 琵琶湖環境部長：来年度より新たに導入する交付金につい
て、定額で交付することを想定しており、ソフト事業について

の経費を交付金の対象としている。

Q モデル地域選定の審査体制はどのような構成に
なっているのか。

A 琵琶湖環境部長：「やまの健康」推進
プロジェクトチームを構成する琵琶湖

環境部、総務部、商工観光労働部、農政水産部、
土木交通部の各部の次長からなる審査会にお
いて審査を実施している。

Q 市町との連携は出来ているのか。

A 琵琶湖環境部長：「やまの健康」の取組に関する地域からの
要望を市町が受付け、市町から県へ提案していく。また、

採択後についても、地域の取組を支援する地域プラットフォーム等
に参画いただくなど、県と市町が連携して地域を支援している。

Q モデル地域以外では、どのような取組を進めるのか。 

A 琵琶湖環境部長：来年度、都市の住民がやまに関わる行動
例などを示した県民アクションガイドを用いて広く啓発する。

市町が主体となって行う「やまの健康」の普及啓発活動に対する
支援や、民間事業者における
「木育」のビジネス化の支援
を通じ、県民の皆様をやまへ
と誘うことに取り組みたい。

Q 見込める効果についてエビデンスはあるのか。

A 健康医療福祉部長：東京都の田無病院と東京大学大学院と
の共同研究では、週１回の農作業を実施した患者について、

片足立ちや日常生活動作の検査など、身体能力を測る項目で、効果
が見られた。
　また、一連の作業を通じ、他者との交流が増え、生活意欲・安らぎ
といった面でも良い変化が見られた。
　京都大原記念病院と京都府立医科大学の研究では、１回40分、週

４回の農作業を１か月間実施した脳血管疾患患者について、前頭葉
機能が平均で約20％、日常生活動作の自立度が平均で約14％改善
した。

Q
農作業の活用はたいへん効果的であると思われる
ので、さらに横展開を図ってはどうか。

A 健康医療福祉部長：令和元年度から３年間の計画を予定し、
来年度は、畑の管理、安全性、場所の確保、スタッフや技術・

知識の不足など課題をモデル事業として実施することにより方策を

報告書にまとめるなど、関係機関への情報提供を
考えている。
　令和３年度には、「しがの農×福ネットワーク」の場
を活用して情報共有することにより、幅広い事業所
で、全県で横展開ができるように努めていく。

Q 具体的にどこでどのような内容の取組を行うつもりか。

A 健康医療福祉部長：地域医療連携モデルとなる拠点におい
て、多職種によるカンファレンスで事例検討を行い、研修会

や研究会を開催することにより、チーム医療を強化して、専門職や
住民ボランティアを育成する取組を行う。全世代の住民を対象に

包括的な相談支援を行ったり、日常的な見守りや生活面の支援に
つなげていく取組を行い、栄養や運動に関する健康相談、リハビリ
指導、健康づくり教室などの健康づくりや
住民に対する啓発を行うなど、「地域丸ごと
ケア」の取組をさらに進化させていく。

Q どのように他地域へ波及させていくのか。

A 健康医療福祉部長：市町においてどのような地域包括ケア
システムを構築していくのかについて、構想を伺い、相談に

応じながら、市町の支援に努めるとともに、今般整備するモデル
拠点における活動を他の市町とも広く共有していきたい。

医療・介護分野における農作業活用促進事業について医療・介護分野における農作業活用促進事業について第1問

「やまの健康」推進事業について 「やまの健康」推進事業について 第3問

退院支援・地域医療連携モデル拠点整備事業について退院支援・地域医療連携モデル拠点整備事業について第2問

▲予算特別委員会分科会と▲予算特別委員会分科会と
常任委員会常任委員会

予算特別委員会予算特別委員会

田村神社　令和2年度田村神社　令和2年度
例祭並び郷中祭例祭並び郷中祭

細江新議長とがっちり握手細江新議長とがっちり握手 厚生・産業常任委員会厚生・産業常任委員会

2 月定例会議（令和 2 年 3 月 9 日）　予算特別委員会全体質疑で質問しました
　〜魅力ある地域づくり “心”と“身体” の『健康』を目指す〜

滋賀県「やまの健康」シンポジウム
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